
                            

                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                            

                            

ル
ー
チ
ェ
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
三
十
一
年 

新
年
号 

 

 

１ 

 

新
年
明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
年
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
に
お
支
え
い
た
だ
い
て
い
る
お
か
げ

で
、
当
事
務
所
も
一
月
五
日
で
事
務
所
開
設

か
ら
十
四
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ

こ
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
皆
様
に
と
り
、
ど
の
よ
う
な
一
年

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。 

昨
年
を
表
す
漢
字
と
し
て
「
災
」
と
な
っ

た
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
は
西
日

本
地
方
に
お
け
る
豪
雨
、
台
風
に
よ
る
被
害

な
ど
、
災
害
が
多
い
一
年
で
し
た
。 

 

日
本
に
火
山
が
多
い
こ
と
や
海
に
囲
ま
れ

て
い
る
な
ど
の
自
然
状
況
は
住
む
者
に
メ
リ

ッ
ト
を
与
え
る
一
方
で
、
災
害
を
も
た
ら
す

原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
自
然

の
猛
威
に
対
し
て
い
か
に
人
間
が
無
力
で
あ

る
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
全
く
災
害
に
対
し
て
何
の
手
も
打
つ
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
な
い
と
思
い

ま
す
。
毎
日
、
防
災
の
こ
と
を
考
え
る
と
い

う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
家
族
で
集
ま
る

こ
と
が
多
い
こ
の
時
期
に
ご
家
族
で
防
災
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要
な
の
か
、

そ
し
て
そ
の
準
備
が
で
き
て
い
る
の
か
、
何

か
あ
っ
た
と
き
の
連
絡
網
な
ど
、
お
話
し
さ

れ
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。「
防
災
」
と

い
う
と
ど
う
も
構
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
一

年
ご
と
に
お
正
月
に
な
っ
た
ら
災
害
へ
の
備

え
に
つ
い
て
点
検
し
て
み
る
の
も
い
い
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。
簡
単
な
も
の
で
す
が
、
首

相
官
邸
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
た
も
の 

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
を
参
考
に
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
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ま
た
、
お
正
月
の
こ
の
機
会
に
お
話
し
い

た
だ
く
の
が
良
い
と
思
わ
れ
る
事
項
に
「
相

続
」
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
最
近
相
続
争
い

を
揶
揄
し
て
「
争
族
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
た
し
か
に
、
財
産
に
つ
い
て
話

す
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
相
続
争
い
が
起
き
て
い
る
ケ
ー

ス
は
や
は
り
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
不
足
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
。
相
続
争

い
に
お
い
て
は
、
納
得
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
が
原
因
に
な
っ
て
お
り
、
逆
に
い
え
ば
な

ぜ
、
こ
の
財
産
を
○
○
さ
ん
に
継
が
せ
た
か

っ
た
の
か
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
割
合
で

財
産
を
分
け
た
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
お

話
し
を
さ
れ
て
い
れ
ば
、
納
得
感
を
得
ら
れ

て
相
続
争
い
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
相
続
で
意
外
と
大
変
な
の
が
財
産

を
洗
い
出
す
こ
と
で
す
。
財
産
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
整
理
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
い

ざ
相
続
が
発
生
し
た
と
き
に
ど
こ
に
財
産
が

あ
る
の
か
探
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
相
続
税
申
告
が
相
続
発
生
か
ら
十

か
月
と
い
う
期
限
が
あ
り
、
相
続
税
申
告
が

必
要
か
ど
う
か
の
確
認
を
取
る
の
に
手
間
取

り
、
落
ち
着
い
て
遺
産
分
割
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
一
年
に
一

回
年
末
年
始
の
と
き
に
、
ご
自
身
の
財
産
を

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
整
理
さ
れ
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
相
続
対
策
と
い
う 

A Happy New Year! 2019 
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外
・
休
日
労
働
協
定
（
い
わ
ゆ
る
「
三
六
協

定
」
）
を
締
結
し
、
そ
れ
を
行
政
官
庁
に
届

け
出
た
場
合
に
は
、
そ
の
協
定
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
労
働
時
間
を
延
長
し
、
ま
た

は
休
日
に
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
労
働
基
準
法
三
六
条
一
項
）
。
も
っ
と
も
、

こ
れ
に
対
し
て
三
六
協
定
が
あ
り
さ
え
す

れ
ば
、
い
く
ら
で
も
時
間
外
労
働
を
し
て
も

よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
一
九
九
八
年

よ
り
従
来
の
指
針
を
も
と
に
三
六
協
定
に

よ
る
時
間
外
労
働
の
限
度
に
関
す
る
基
準

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
一
か
月
あ
た
り

四
五
時
間
、
一
年
間
三
六
○
時
間
等
）
。
ま

た
、
臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に

は
、
特
別
条
項
付
き
の
協
定
を
結
ん
で
お
け

ば
、
年
間
六
か
月
以
内
に
限
り
、
限
度
を
超

え
た
時
間
を
延
長
時
間
と
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
か
か
る
現
行

法
で
の
建
付
け
で
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正

が
進
ま
ず
、
大
手
広
告
代
理
店
従
業
員
の
過

重
労
働
に
よ
る
労
災
事
件
が
社
会
問
題
化

し
た
こ
と
等
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

今
回
の
改
正
で
は
三
六
協
定
に
お
け
る
時

間
外
労
働
時
間
の
限
度
を
「
法
律
に
よ
る
」

上
限
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
月

四
十
五
時
間
、
年
三
六
○
時
間
を
原
則
と

し
、
臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
で

も
年
七
二
○
時
間
、
単
月
百
時
間
未
満 
（
休

日
労
働
含
む
）
、
複
数
月
平
均
八
十
時
間
（
休

日
労
働
含
む
）
を
限
度
に
設
定
さ
れ
ま
し
た

（
下
記
の
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。） 

な
お
、
本
改
正
は
二
〇
一
九
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
で
す
が
、
中
小
企
業
に
よ
る
適
用

は
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
か
ら
と
さ
れ
、
経

過
措
置
と
し
て
行
政
官
庁
は
、
当
分
の
間
、

中
小
事
業
主
に
対
し
新
労
基
法
第
三
六
条 

２ 

第
九
項
の
助
言
及
び
指
導
を
行
う
に
当
た

っ
て
は
、
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
時
間
の

動
向
、
人
材
の
確
保
の
状
況
、
取
引
の
実
態

等
を
踏
ま
え
て
行
う
よ
う
配
慮
す
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。 

（
二
）
中
小
企
業
に
お
け
る
月
六
十
時
間
超

の
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
の
見
直

し 

二
〇
一
〇
年
の
労
働
基
準
法
の
改
正
で

は
、
月
六
十
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
に

係
る
法
定
割
増
賃
金
率
が
二
十
五
％
か
ら

五
十
％
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が

（
労
働
基
準
法
三
七
条
一
項
）
、
中
小
企
業

に
つ
い
て
は
当
分
の
間
、
法
定
割
増
賃
金
の

引
き
上
げ
が
猶
予
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
同
一

三
八
条
）
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
の
改
正
に

よ
り
前
述
の
中
小
企
業
へ
の
猶
予
措
置
を

廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
（
同
条
の
削
除
）
、

二
○
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
中
小
企
業
に

お
い
て
も
月
六
十
時
間
を
超
え
る
時
間
外

労
働
に
係
る
法
定
割
増
賃
金
率
を
五
○
％

以
上
と
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

（
三
）
年
次
有
給
休
暇
の
時
季
指
定
義
務
に

つ
い
て 

労
働
基
準
法
で
は
、
雇
入
れ
の
日
か
ら
起

算
し
て
六
か
月
継
続
勤
務
し
、
全
労
働
日
の

八
割
以
上
出
勤
し
た
労
働
者
（
管
理
監
督
者

含
む
）
に
は
、
年
十
日
の
有
給
休
暇
が
付
与

さ
れ
、
継
続
勤
務
六
年
六
か
月
で
年
二
十
日

が
限
度
と
な
り
ま
す
（
労
働
基
準
法
三
九

条
）
。
そ
し
て
、
使
用
者
は
年
次
有
給
休
暇

を
原
則
と
し
て
労
働
者
が
請
求
す
る
時
季

に
与
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
職
場

へ
の
配
慮
や
た
め
ら
い
等
の
理
由
か
ら
取

得
率
が
低
調
で
あ
る
こ
と
が
長
年
に
わ
た
り 

だ
け
で
な
く
、
ご
自
身
の
財
産
の
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
を
見
直
す
こ
と
に
も
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

長
々
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
と
り
、

よ
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

   

一 

は
じ
め
に 

今
年
は
「
働
き
方
改
革
」
と
い
う
言
葉
が

マ
ス
コ
ミ
で
よ
く
報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
二

〇
一
八
年
四
月
六
日
、
政
府
は
「
働
き
方
改

革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
」
案
を
閣
議
決
定
し
て
国
会
に

提
出
し
、
同
年
六
月
二
十
九
日
に
成
立
し
ま

し
た
。
大
き
く
分
け
て
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は

①
長
時
間
労
働
の
是
正
、
②
多
様
で
柔
軟
な

働
き
方
の
実
現
、
③
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら

な
い
公
正
な
待
遇
の
確
保
と
な
り
ま
す
。 

今
回
の
改
正
は
雇
用
す
る
側
、
従
業
員
側

と
も
に
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
下

記
に
お
い
て
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

二
「
①
長
時
間
労
働
の
是
正
に
つ
い
て
」 

（
一)

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
導
入 

 

労
働
基
準
法
に
お
い
て
は
法
定
労
働
時
間

を
定
め
て
お
り
、
一
週
間
で
四
〇
時
間
、
一

日
に
八
時
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
三
二
条
一

項
、
二
項
）。
こ
の
法
定
労
働
時
間
を
超
え
る

労
働
は
時
間
外
労
働
と
な
り
ま
す
。
使
用
者

が
法
定
労
働
時
間
を
超
え
て
従
業
員
を
働
か

せ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
違

反
し
た
場
合
に
は
民
事
上
違
法
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
刑
事
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
労
働
基
準
法
三
六
条
に
お
い
て

事
業
場
に
お
け
る
労
使
間
に
お
い
て
時
間 

◇
「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て 

◇ 

 

（出典 厚生労働省ＨＰ 働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律（平成３０年法律第７１号）の概要） 

号 



                            

                            

                            

                            

清
算
期
間
を
一
か
月
超
と
す
る
場
合
に
は
、

計
算
や
支
払
い
の
方
法
が
複
雑
に
な
る
の
で
、

会
社
で
あ
ら
か
じ
め
十
分
に
管
理
方
法
を
検

討
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

②
労
使
協
定
の
届
出
義
務 

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入
の
た
め
に

は
、
過
半
数
組
合
（
存
在
し
な
け
れ
ば
過
半
数

代
表
者
）
と
の
間
で
労
使
協
定
を
締
結
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
（
改
正
労
働
基
準
法
三
二
条
の

三
第
一
項
。
現
行
法
で
も
同
様
）
。
現
行
法
の

も
と
で
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
労
使
協

定
の
届
出
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
他

方
、
改
正
法
の
も
と
で
は
、
清
算
期
間
が
一
か

月
超
で
あ
る
場
合
に
は
、
労
使
協
定
を
労
働
基

準
監
督
署
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
点

は
現
行
法
と
の
大
き
な
違
い
で
す
（
改
正
労
働

基
準
法
三
二
条
の
三
第
四
項
。
清
算
期
間
が
一

か
月
以
内
の
場
合
に
は
、
届
出
は
不
要
で
す
）
。 

 
 

清
算
期
間
を
一
か
月
超
と
す
る
場
合
に
は
、

届
出
義
務
違
反
が
生
じ
な
い
よ
う
、
留
意
が
必

要
で
す
。 

③
法
定
労
働
時
間
枠
の
計
算
方
法
の
見
直
し 

現
行
法
の
も
と
で
、
一
か
月
単
位
の
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
を
週
休
二
日
で
運
用
す
る
場

合
、
法
定
労
働
時
間
数
（
一
日
八
時
間
）
相
当

の
労
働
を
行
っ
て
い
て
も
、
曜
日
の
め
ぐ
り
次

第
で
は
、
法
定
労
働
時
間
の
総
枠
を
超
え
、
割

増
賃
金
の
支
払
い
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
通
達
（
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
基
発

第
二
二
八
号
）
が
、
一
定
の
要
件
の
も
と
で
、

割
増
賃
金
の
支
払
い
義
務
が
生
じ
な
い
と
い

う
運
用
を
認
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。 

改
正
法
は
、
こ
の
通
達
と
発
想
を
同
じ
く
す

る
も
の
で
あ
り
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、
清
算
期
間
中
の
労
働
時
間
が
「
清
算
期 

問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
使
用
者

は
、
二
〇
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
「
す
べ
て

の
企
業
」
に
お
い
て
、
年
一
〇
日
以
上
の
年

次
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ
る
労
働
者
に
対

し
、
労
働
者
ご
と
に
年
次
有
給
休
暇
を
付
与

し
た
日
（
基
準
日
）
か
ら
一
年
以
内
に
五
日

に
つ
い
て
は
、
使
用
者
が
時
季
を
指
定
し
て

与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
年
次
有
給
休
暇
を
五
日
以
上
取

得
済
み
の
労
働
者
に
対
し
て
は
、
使
用
者
に

よ
る
時
季
指
定
は
不
要
で
す
。 

ま
た
、
労
働
者
が
自
ら
申
し
出
て
取
得
し

た
日
数
や
、
労
使
協
定
で
取
得
時
季
を
定
め

て
与
え
た
日
数
（
計
画
的
付
与
）
に
つ
い
て

は
、
五
日
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（
例
） 

・
労
働
者
が
自
ら
五
日
取
得 

使
用
者
に
よ
る
時
季
指
定
不
要 

・
労
働
者
が
自
ら
三
日
取
得
＋
計
画
的
付

与
二
日 

 

同
右 

・
労
働
者
が
自
ら
三
日
取
得 

使
用
者
は
二
日
を
時
季
指
定 

・
計
画
的
付
与
で
二
日
取
得 

使
用
者
は
三
日
を
時
季
指
定 

労
働
法
関
連
で
は
中
小
企
業
へ
の
適
用
が

猶
予
さ
れ
る
例
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
例
外
は
な
く

「
全
て
の
企
業
」
に
適
用
が
あ
る
た
め
留
意

が
必
要
で
す
。 

（
四
）
労
働
時
間
の
状
況
の
把
握
の
実
効
性

確
保 労

働
安
全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、
労
働
時

間
の
状
況
を
省
令
で
定
め
る
方
法
（
省
令
で

使
用
者
の
現
認
や
客
観
的
な
方
法
に
よ
る
把

握
を
原
則
と
す
る
こ
と
と
定
め
ま
す
。
）
に
よ 

平成３１年新年号 

号 

間
中
の
所
定
労
働
日
数×

八
時
間
」
の
枠
内

に
収
ま
っ
て
い
る
限
り
、
割
増
賃
金
の
支
払

い
義
務
が
生
じ
な
い
、
と
い
う
特
例
を
認
め

る
も
の
で
す
。 

す
な
わ
ち
、
改
正
法
の
特
例
の
も
と
で
は
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
が
適
用
さ
れ
る
一
週

間
の
所
定
労
働
日
数
が
五
日
の
労
働
者
に
つ

い
て
、
労
使
協
定
で
、
労
働
時
間
の
限
度
を

「
清
算
期
間
に
お
け
る
所
定
労
働
日
数×

八

時
間
」
と
す
る
旨
を
定
め
た
と
き
は
、（
割
増

賃
金
の
支
払
い
が
不
要
で
あ
る
）
一
週
間
あ

た
り
の
平
均
労
働
時
間
の
上
限
は
、
四
〇
時

間
で
は
な
く
、
以
下
の
式
で
算
定
さ
れ
る
時

間
数
と
な
り
ま
す
（
改
正
労
働
基
準
法
三
二

条
の
三
第
三
項
）。 

【
計
算
式
】（
清
算
期
間
中
の
所
定
労
働
日
数

×

八
）÷

（
清
算
期
間
中
の
総
日
数÷

七
） 

た
と
え
ば
、
総
日
数
が
三
十
日
・
所
定
労

働
日
数
が
二
十
二
日
の
月
の
場
合
、
原
則
的

な
法
定
労
働
時
間
の
考
え
方
に
よ
る
と
、
一

週
間
あ
た
り
の
平
均
労
働
時
間
の
上
限
は
四

十
時
間
で
す
（
同
法
三
二
条
一
項
・
三
二
条

の
三
）
。
他
方
、
改
正
法
の
特
例
の
も
と
で
は
、

一
週
間
あ
た
り
の
平
均
労
働
時
間
の
上
限
は

約
四
十
一
．
〇
六
時
間
（≒

（
二
十
二
日×

八
）÷

（
三
十÷

七
）
）
と
な
り
、
原
則
の
場

合
と
比
べ
て
、
一
週
間
あ
た
り
の
平
均
労
働

時
間
の
上
限
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。 

④
施
行
日
・
必
要
な
対
応
等 

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
清
算
期
間
を
変

更
す
る
場
合
に
は
、
就
業
規
則
や
労
使
協
定

の
改
定
や
労
働
基
準
監
督
署
へ
の
届
出
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
、
前
記
二-

一
（
二
）
の
と
お
り
、
労
使
協
定
の
届
出
が

必
要
な
の
は
、
清
算
期
間
が
一
か
月
超
で
あ

る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
）。 

り
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
（
改
正
労
働
安
全
衛
生
法
六
八

条
の
三
）。 

 

    

三
「
②
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
」 

に
つ
い
て 

（
一
）
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
見
直
し 

「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」
と
は
、
始
業
・

終
業
時
間
を
労
働
者
自
ら
の
決
定
に
委
ね
、

一
定
の
清
算
期
間
中
の
労
働
時
間
が
労
働
時

間
の
総
枠
に
収
ま
っ
て
い
れ
ば
、
割
増
賃
金

を
支
払
う
こ
と
な
く
、
一
週
四
〇
時
間
、
一

日
八
時
間
の
法
定
労
働
時
間
を
超
え
た
労
働

が
可
能
と
な
る
制
度
で
す 

①
清
算
期
間
の
上
限
の
延
長 

現
行
法
で
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の

清
算
期
間
の
上
限
は
一
か
月
以
内
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
月
ご
と
の
繁
閑
の
差

が
生
じ
る
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
労
働

時
間
の
や
り
く
り
が
で
き
る
の
は
一
か
月
の

期
間
内
に
限
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、

改
正
法
で
は
清
算
期
間
の
上
限
が
三
か
月
以

内
に
延
長
さ
れ
ま
す
（
改
正
労
働
基
準
法
三

二
条
の
三
第
一
項
二
号
）。
た
と
え
ば
、
清
算

期
間
を
三
か
月
に
し
た
場
合
、
割
増
賃
金
が

支
払
わ
れ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
三
か
月
に

一
回
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
清
算
期
間
を

一
か
月
超
と
す
る
場
合
、
清
算
期
間
中
の
各

月
で
、
一
週
間
あ
た
り
の
平
均
労
働
時
間
が

五
〇
時
間
を
超
え
る
場
合
に
は
、
五
〇
時
間

を
超
え
る
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
月
ご
と

に
割
増
賃
金
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す

（
改
正
労
働
基
準
法
三
二
条
の
三
第
二
項
）
。 
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改
正
法
案
の
も
と
で
は
、
健
康
お
よ
び
福

祉
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
終
業
か
ら

始
業
ま
で
の
時
間
（
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
）
の
設
定
に
努
め
る
こ
と
が
、
事
業
主
に

求
め
ら
れ
ま
す
（
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改

善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
二
条
一
項
）
。（
二

〇
一
九
年
四
月
一
日
施
行
）。 

（
四
）
産
業
医
・
産
業
保
健
機
能
の
強
化

（
労
働
安
全
衛
生
法
等
） 

産
業
医
は
、
労
働
者
の
健
康
管
理
等
を
行

う
の
に
必
要
な
医
学
に
関
す
る
知
識
に
基

づ
い
て
、
誠
実
に
そ
の
職
務
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
改
正
労 

（
二
）
特
定
高
度
専
門
業
務
・
成
果
型
労
働

制
（
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
）
の

創
設 職

務
の
範
囲
が
明
確
で
一
定
の
年
収
（
少

な
く
と
も
一
、
〇
〇
〇
万
円
以
上
）
を
有
す

る
労
働
者
が
、
高
度
の
専
門
的
知
識
を
必
要

と
す
る
等
の
業
務
に
従
事
す
る
場
合
に
、
年

間
一
〇
四
日
の
休
日
を
確
実
に
取
得
さ
せ

る
こ
と
等
の
健
康
確
保
措
置
を
講
じ
る
こ

と
、
本
人
の
同
意
や
委
員
会
の
決
議
等
を
要

件
と
し
て
、
労
働
時
間
、
休
日
、
深
夜
の
割

増
賃
金
等
の
規
定
を
適
用
除
外
と
し
ま
す
。 

健
康
確
保
措
置
と
し
て
、
年
間
一
〇
四
日

の
休
日
確
保
措
置
を
義
務
化
、
加
え
て
、
①

イ
ン
タ
ー
バ
ル
措
置
、
②
一
月
又
は
三
月
の

在
社
時
間
等
の
上
限
措
置
、
③
二
週
間
連
続

の
休
日
確
保
措
置
、
④
臨
時
の
健
康
診
断
の

い
ず
れ
か
の
措
置
の
実
施
を
義
務
化
（
選
択

的
措
置
）
で
す
。 

ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
に
よ

り
、
制
度
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
在
社
時
間

等
が
一
定
時
間
を
超
え
る
場
合
に
は
、
事
業

主
は
、
そ
の
者
に
必
ず
医
師
に
よ
る
面
接
指

導
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

（
三
） 

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
普
及

促
進
等
（
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法
） 

「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
」
と
は
、
勤
務
終

了
後
、
一
定
時
間
以
上
の
休
息
期
間
（
イ
ン

タ
ー
バ
ル
）
を
設
け
る
こ
と
で
、
労
働
者
の

睡
眠
時
間
や
生
活
時
間
を
確
保
す
る
も
の

で
す
。
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
設
け
る
こ

と
に
よ
り
、
労
働
者
が
最
低
限
の
睡
眠
時
間

や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
し

な
が
ら
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

働
安
全
衛
生
法
一
三
条
三
項
）
。 

事
業
者
は
、
産
業
医
に
対
し
、
産
業
医
が
労

働
者
の
健
康
管
理
等
を
適
切
に
行
う
た
め
に

必
要
な
情
報
（
労
働
者
の
労
働
時
間
に
関
す
る

情
報
等
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
ら
れ
る
も

の
）
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
（
改
正
労
働
安
全
衛
生
法
一
三
条
四

項
）
。
事
業
者
は
、
産
業
医
が
行
っ
た
労
働
者

の
健
康
管
理
等
に
関
す
る
勧
告
を
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
勧
告
の
内
容
等
を
衛
生
委
員

会
等
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
改
正

労
働
安
全
衛
生
法
一
三
条
五
項
、
六
項
。） 

四
「
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
な
い
公
正
な
待

遇
の
確
保
」
に
つ
い
て 

（
一
）
不
合
理
な
待
遇
差
を
解
消
す
る
た
め
の

規
定
の
整
備 

① 

短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
に
関
す
る

同
一
企
業
内
に
お
け
る
正
規
雇
用
労
働
者
と

の
不
合
理
な
待
遇
の
禁
止
に
関
し
、
個
々
の
待

遇
ご
と
に
、
当
該
待
遇
の
性
質
・
目
的
に
照
ら

し
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
事
情
を
考
慮
し
て

判
断
さ
れ
る
べ
き
旨
が
明
確
化
さ
れ
ま
す
。

（
有
期
雇
用
労
働
者
を
法
の
対
象
に
含
め
る

こ
と
に
伴
い
、
法
律
の
題
名
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
（
「
短
時
間
労
働
者
及
び
有
期
雇
用
労
働
者

の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
」）
） 

 
 

②
有
期
雇
用
労
働
者
に
つ
い
て
、
正
規
雇
用

労
働
者
と
ａ
職
務
内
容
、
ｂ
職
務
内
容
・
配
置

の
変
更
範
囲
が
同
一
で
あ
る
場
合
の
均
等
待

遇
の
確
保
を
義
務
化
さ
れ
ま
す
。 

③
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
、
ａ
派
遣
先
の
労

働
者
と
の
均
等
・
均
衡
待
遇
、
ｂ
一
定
の
要
件

（
同
種
業
務
の
一
般
の
労
働
者
の
平
均
的
な

賃
金
と
同
等
以
上
の
賃
金
で
あ
る
こ
と
等
）
を

満
た
す
労
使
協
定
に
よ
る
待
遇
の
い
ず
れ
か

を
確
保
す
る
こ
と
が
義
務
化
し
ま
す
。
ｃ
ま
た 

（出典：厚生労働省「「勤務間インターバル」とは」） 

 

こ
れ
ら
の
事
項
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

根
拠
規
定
を
整
備
し
ま
す
。 

（
二
）
労
働
者
に
対
す
る
待
遇
に
関
す
る
説
明

義
務
の
強
化 

短
時
間
労
働
者
・
有
期
雇
用
労
働
者
・
派
遣

労
働
者
に
つ
い
て
、
正
規
雇
用
労
働
者
と
の
待

遇
差
の
内
容
・
理
由
等
に
関
す
る
説
明
を
義
務

化
し
ま
す
。 

（
三
）
行
政
に
よ
る
履
行
確
保
措
置
及
び
裁
判

外
紛
争
解
決
手
続
（
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
の
整
備 

（
一
）
の
義
務
や
（
二
）
の
説
明
義
務
に
つ
い

て
、
行
政
に
よ
る
履
行
確
保
措
置
及
び
行
政
Ａ

Ｄ
Ｒ
を
整
備
し
ま
す
。 

（
四
）
こ
れ
ら
の
改
正
は
平
成
三
十
二
年
四
月

一
日
施
行
で
す
が
、
中
小
企
業
に
お
け
る
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
法
・
労
働
契
約
法
の
改
正
規
定

の
適
用
は
平
成
三
十
三
年
四
月
一
日
と
な
り

ま
す
。 

五 

こ
れ
ら
の
改
正
に
よ
り
、
使
用
者
側
に
つ

い
て
は
就
業
規
則
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 

専
門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る
な
ど
し
て

施
行
前
か
ら
の
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 


